
【Terraform入門コース】
基本操作解説・実践

by @kitasan_chi



本研修の対象者と目標

実施時間

対象者

目標

Terraform 入門研修 (1時間 ~ 2時間) ※内休憩10分

インフラ構築の最低限の基礎知識がある方（VPC,EC2等）
IaC に興味があり、Terraform を初めて触る方

Terraform の基本的な概念を理解する
Terraform を使ってAWS上に簡単なリソースを
作成・変更・削除できるようになる



今回作成する構成図

よくある構成

★VPC - 10.0.0/16
★パブリックサブネット×2
　1a - 10.0.0/24 , 1c - 10.0.1/24
★IGW,RT,SG
　
★EC2 
インスタンスタイプ：t3.micro
EBS：4GB



タイムテーブル

時間 内容 資料リンク

15分くらい
IaCとTerraformの概要

(座学)

https://www.canva.com/design/DAGjRbyjsfg/af
5cwpHJQReqzM1zir8viQ/edit?

utm_content=DAGjRbyjsfg&utm_campaign=desi
gnshare&utm_medium=link2&utm_source=shar

ebutton

それ以降の時間(21時まで)
基本操作解説・実践
(座学+ハンズオン)

https://www.canva.com/design/DAGjSNDhW90
/JT9x1Lg4xGTrjm_lG6wbew/edit?

utm_content=DAGjSNDhW90&utm_campaign=
designshare&utm_medium=link2&utm_source=

sharebutton



前提条件
1.  VSCode が入っていること
2.  拡張機能の「Remote - SSH」と「HashiCorp Terraform」が

　　入っていること ※導入済みの方は飛ばしてOK

導入資料はこちら

https://www.canva.com/design/DAGkxi9cHaA/uDCOCgyLmdoDsjrL_atrRA/edit


事前準備

以下からSSHキーをダウンロードをお願いします（社内用）
　　https://drive.google.com/drive/u/0/folders/hogehoge



事前準備
VSCodeの左タブでパソコンマークをクリック > バーの＋ >入力欄で以下コマンドで接続

$  ssh -i "C:/Users/自分ユーザ名/Downloads/terraform-control-server.pem" ec2-user@54.92.123.162 -p 22

例：
$  ssh -i "C:/Users/BYD-Kitada/Downloads/terraform-control-server.pem" ec2-user@54.92.123.162 -p 22



事前準備
Enterを押したらSSH接続構成ファイル(C:\Users\ユーザ名\.ssh\config)を選択

「Are you sure you wait to continue?」と出るので Continue を選択



事前準備

Linux を選択

右上のこのボタンを教えてターミナルを出す



事前準備

使用するTerraformバージョンの指定　
　※インストール済み

$   tfenv use 1.11.3

TipsTips
Terraformのバージョン管理ツール

tfenv とは・・・？

複数の環境下でTerraformを使っている場合に、
それぞれ使っているバージョンが違う場合バージョン管
理を行う為のツールです。

ターミナルで以下コマンドでtfenvのパスを通す ※rootにはならないでください。

$  source .bash_profile



事前準備
自分のディレクトリを作成して移動

$  mkdir  <自分の苗字>

github からクローンして移動

$  cd <自分の苗字>

$  git clone https://github.com/shinkitada/education-terrafom.git
$  cd education-terrafom
$  mv terraform.tfvars.example terraform.tfvars

GIthubリポジトリ：https://github.com/shinkitada/education-terrafom.git

https://github.com/shinkitada/education-terrafom.git


事前準備
VSCodeの左タブでパソコンマークをクリック > 「Open Folder」 をクリック

/home/ec2-user/ユーザ名/education-terraform/ を選択して > OK をクリック



事前準備

「Do you trust the authors of the files in this folder?」と表示されるので
　　Yes, I trust the authors をクリックする



事前準備
terraform.tfvarsを開いて「name」を自分の苗字に変更して、「Ctrl＋S」で保存する



Terraformコマンドについて

一連の流れ

削
除

作
成



リソース作成
initでTerraformの初期化、必要なプロバイダー情報やプラグインをインストール

$  terraform init

fmt / validate でフォーマットの整形と構文を検証

$  terraform fmt
$  terraform validate



リソース作成

initを実行すると以下lockファイルと.terraformディレクトリが
　  自動作成されています

Terraformのプロバイダーのロックファイル（自動生成）

Terraformの依存情報が格納されるディレクトリ（自動生成）



planを実行

$  terraform plan

リソース作成



applyを実行

$  terraform apply

アクションの実行確認が出てくるので「yes」と入力してEnter

リソース作成



「Apply complete! 」と出ればOK

リソース作成

AWSコンソール上から確認すると起動していることが確認できます



リソース作成

apply を実行すると「terraform.tfstate」が自動作成されています

Terraformの状態ファイル（自動生成）



tfstate ファイルとは

tfstate には実行で作成されたリソース内容が全て書き込まれています。

つまり、以降 Terraform は tfstate ファイルを参照し
リソースの差分確認（追加リソースの作成や削除）を行います



リソース確認
では、作成したリソース一覧を確認してみましょう。

$  terraform state list

先ほど作成されたリソースの一覧



リソース確認
作成したインスタンスのパブリックIPを確認

$  terraform state show aws_instance.my_instance | grep public_ip

SSH接続を試すので
ここのIPアドレスをメモしておくこと



作成したリソースへ接続
秘密鍵が .key ディレクトリ配下に作成されているのでSSH接続してみましょう

$  cd .key
$  ls -la

自分の名前の秘密鍵、公開鍵が
出来ていればOK

$  ssh -i "自分の名前-key.id_rsa" ec2-user@作成したインスタンスのパブリックIPアドレス

例：
$ ssh -i "kitada-key.id_rsa" ec2-user@35.77.104.204



接続確認が出てくるので「yes」と入力してEnter

接続できればOKです

作成したリソースへ接続



リソースの削除
exit か Ctrl + d で作成したEC2から抜ける

$  exit

controlサーバーに戻れればOKです

education-terraformディレクトリに戻る

$  cd ..



リソースの削除
削除前のドライランを実行

$  terraform plan -destroy



リソースの削除
リソースの削除を行う

$  terraform destroy

アクションの実行確認が出てくるので「yes」と入力してEnter



リソースの削除

「Destroy complete ! Resources: ~ destroyed! 」
と出れば削除完了です



コード解説

ではコードの解説をしていきます。
　   解説は以下の記事で行っているのでこのページに飛んで説明を行います。　

リンク： https://qiita.com/kitasan_chi/items/caed57bf5d4af00095d0

https://qiita.com/kitasan_chi/items/caed57bf5d4af00095d0


最後に（告知）
告知その１

【もくもく会、始めました】
告知その２

【勉強会開催募集中です】



最後に

本日はご参加ありがとうございました！
また次回もお待ちしております～


